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特集�

ジュンサイ�
貧栄養のため池に見られ、若芽は
食用としてお吸い物などに利用さ
れる。�

田を潤
うるお

す水�
ため池から取水された水は、いく
つかの分水でわかれ用水路を通じ
て田んぼに運ばれる。�

オオギ漁�
「オオギ」という竹製の道具を使
っておこなわれた「漁」。食料の
確保だけでなく娯楽、ため池の
維持管理としても重要であった。�

夏のため池�
ため池に浮かぶ水草、周辺の堤
をおおう草や木々、一年で最も
生き物の息吹が感じられる。�

築
ちく

堤
てい

工事�

人海戦術でため池の堤を杵
きね

をつい
て固める作業。昭和中頃まではこ
のような方法が取られていた。�
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